
発　行

鳥取県子ども家庭育み協会

広報委員会

第26号県育協だより

（1）第  26 号く ら ふ と平成29年10月１日

鳥取県幼児教育センター設置
鳥取県の幼児教育の

さらなる充実をめざします !!

～市町村・幼稚園・保育所・認定こども園・小学校等が一緒になって、鳥取県の子どもを育もう～

　鳥取県教育振興基本計画に基づき、幼児教育のさらなる充実をめざして、幼児教育の拠点機能の

強化を図るため、平成２９年４月に「鳥取県幼児教育センター」が設置されました。

鳥取県教育振興基本計画

自立して　心豊かに　未来を創造して生きる　　

　　　　　　　　　　　　　　鳥取県の人づくり
目標２ 学ぶ意欲を高める学校教育の推進　　　　　　　

施策２－（４）幼児教育の充実　　　

○発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実・発展

　市町村、幼稚園・保育所・認定こども園、小
学校等の教職員を対象に、４つの内容を柱に取
組を推進されます。

市町村や幼児教育施設に対する

指導・助言

１

幼児教育の内容・指導方法等に

関する調査研究、研究機会の提

供

２

研修、訪問指導の実施３
情報提供・相談業務などの取組４

●「鳥取県幼児教育センター」（鳥取県教育委員会）
　職員体制

 

小中学校課　大高美穂子係長と 
　　 前田惠子指導主事にお話を伺いました

スタッフに

インタビュー

幼児教育センター設置にあたっての思いをお願いします。

鳥取県全体の幼児教育の力を高めていくため、県教育委員会と県子

育て応援課が一緒になり、新しい一歩を踏み出しました。園のみな

さんと一緒に学び、一緒に悩み、一緒に高め合いたいと考えていま

すので、ぜひ気軽に声をかけていただきたいと思います。

保育所保育指針、幼稚園教育要領、認定こども園教育・保育要領の改
訂について、どのような取組をされますか。

幼稚園・保育所・認定こども園、どこにいても同じ教育・保育が受

けられる鳥取県でありたいと考えています。主な改訂ポイントであ

る３つの施設の「整合性」等について周知するため、県子育て応援

課、鳥取県幼児教育センター（県教育委員会小中学校課）が研修の

計画をたて、共同開催する取組を始めています。

乳幼児期の保育の大切さをどのように考えておられますか。
乳幼児期の心の育ちが小学校以降の学習の土台となります。そのた

めには、乳幼児期の子どもと大人の応答的なかかわりが大切です。

鳥取県では、めざす姿を「遊びきる子ども」とし、保育・教育の方

向性を示し、乳幼児期の遊びを通した育ちや学びの大切さを園や市

町村に伝えています。

小学校との接続については、どのように考えておられますか。
保育所保育指針、幼稚園教育要領、認定こども園教育・保育要領に

掲げてある「幼児期に育みたい３つの資質・能力」は、小学校、中

学校等も同じ項目であり、幼保・小・中・高と一貫しています。この

ように長いスパンで子どもを育てるためには、校種間の円滑な接続

が必須です。鳥取県幼児教育センターは、小学校等の教職員にも、円

滑な接続に関する研修を行ったり、学校訪問を行ったりしています。

小中学校課

幼児教育担当� ３名

（課長補佐、係長、指導主事）

東部教育局

保育専門員� 1 名

幼児教育担当指導主事� １名

中部教育局

幼児教育アドバイザー� 1 名

幼児教育担当指導主事� １名

西部教育局

保育専門員� 1 名

幼児教育担当指導主事� １名
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　社会福祉法人米子福祉会が運営する加茂保育
園の園舎は、住宅街の中にあり設立から45年間、
地域の保育園として存在しています。保護者の
中には、加茂保育園を卒園された方も何人もお
られ、親子２代通って来られます。そういった
年代を重ねた園舎に温かみを感じながら、平成
29年５月29日に園庭に新園舎を完成させまし
た。新園舎完成に伴い、０歳児の保育が出来る
よう保育室にオムツ室や調乳室を設けて９月１
日から受け入れる体制を整え利用定員も120名
から130名に増やす予定です。現在132名の園児
が在籍しております。
　森脇園長は、子どもたちにとって居心地のよ
い場所となり保育園が大きな一本の木になるよ
う願いをこめ園舎に木のイラストを描きまし
た。保護者や子どもたちの憩いの場所となり親
しみがもてるよう、クラス名を「そら、おひさま、
ことり…」とつけました。また、職員間のコ
ミュニケーションを大切にし、毎朝出勤する際
は、各クラスを回りあいさつすることを心がけ

たり、夏祭りの企画・準備の際は、他のクラス
の職員が関わり合えるよう取り組んでいます。
パートの職員も積極的に保育に関わり職員が一
体となって楽しく保育することで、子どもたち
のたくさんの笑顔に出会える保育園となり、み
んなで力を合わせて笑顔あふれる保育に取り組
んでいきたいと思います。

鳥取の保育園

私たちの園

― 第３回　くらふと広報誌からの保育園紹介 ―

社会福祉法人 米子福祉会
加茂保育園

　社会福祉法人　米子福祉会加茂保育園は、「笑顔に出会える保育園」保護者と地域とともにを法
人保育理念とし、一人ひとりの子どもをまるごと受け止め、安定して生活できる、ぬくもりのある
保育園づくりをめざしています。
　加茂保育園は、子どもたち一人ひとりの人権を大切にし、明るく豊かな人間形成をめざすことを
保育目標としています。子ども一人ひとりが持っている力を発揮して遊び、成長していく場所とし
て捉え、基本的な生活習慣を身につけながら友だちとの関わりや思いやりの気持ちを育てていきた
いと思います。
　　園の特長として
　☆体操・ランニング・散歩・泥んこ遊び・プール遊びなどで体力作りの保育。
　☆食育指導・縦割りグループ活動・平和保育などで命や友だちを大切にする保育。
　☆リトミック・絵本の読み聞かせ・作品展などで創造力・表現力・聞く力・リズム感を養う保育。
　☆よもぎだんご・ちまき作り・お月見集会・餅つき・ひな祭りお茶会などで季節を感じ伝統を大切にする保育。

加茂保育園 園長
　森脇　智恵子

（もりわき　ちえこ）氏
加茂保育園は昭和32年８月
に開園（無認可）し、昭和
50年４月に定員120名の認
可保育所として開設。
平成29年５月29日新園舎が
完成し、９月１日からは０
歳児を受入れ０～５歳児の
一貫保育として保育を運
営。

所在地：鳥取県米子市両三柳4612
定員：130人（０〜５歳）



（3）第  26 号く ら ふ と平成29年10月１日

子どもが明るく豊かな人間形成の基礎の育み
　隣が加茂小学校で、保育園の園庭から小学校
のグラウンドが見えるので、小学校への憧れや
小学校生活の育みを身近に感じながら園生活が
過ごせる環境であります。また、住宅街にある
園ですが近くには弓ヶ浜公園があり、子どもた
ちのお気に入りスポットになっています。その
公園からほんの少し足を伸ばすと…そこはもう
海！波打ち際ではしゃいだり、砂山を駆け下り
たりと、恵まれた自然の中での遊びが子どもた
ちの様々な育みを豊かにしています。
　また、仲良しグループ活動に力を入れており、
毎月の仲良しデーのほか、天気のいい日は各ク
ラスの異年齢児が誘い合って散歩に出かけたり
します。

ポイント①
 仲良しグループ
毎月仲良しデーを設け３、４、５歳児が各年
齢別に３名１グループをつくり、誕生会や散
歩、すいか割りなど一緒に遊び、お別れ会は
お互いがプレゼント交換もしています。

ポイント③
 施設環境への思い
子どもたちが自ら主体的に遊べる空間を意識
し、隠れ家やのぞき窓を設けました。保育室
のドアやテラス、絵本スペースなどは自然と
会話が出来るようなつくりを意識しました。

ポイント②
 地域との関わり
近くに小学校、陸上自衛隊、米子クリーンセ
ンター、弓ヶ浜公園などがあり、交流したり
見学したりしながら子どもたちがいろいろな
出会いから興味、関心をもちそれぞれの思い
を感じながら成長しています。

園を知る３つのポイント
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第
63
回
中
国
地
区
保
育
研
究
大
会

が
、
７
月
27
日
～
28
日
に
、
と
り
ぎ
ん

文
化
会
館
を
主
会
場
に
し
て
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
す
べ
て
の
人
が
子
ど
も

と
子
育
て
に
関
わ
り
を
も
つ
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
」
を
主
題
に
、
中
国
地

区
各
地
か
ら
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
主

催
者
　
鳥
取
県
子
ど
も
家
庭
育
み
協
会

長
　
大
橋
和
久
氏
の
挨
拶
、
鳥
取
県
子

育
て
王
国
推
進
局
長
　
木
本
美
喜
氏
、

鳥
取
県
議
会
副
議
長
　
福
間
裕
隆
氏
よ

り
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。
前
年
度
大
会

処
理
報
告
が
、
岡
山
県
保
育
協
議
会
長

　
服
部
剛
司
氏
に
よ
り
あ
り
、続
い
て
、

全
国
保
育
協
議
会
長
　
万
田
康
氏
に
よ

る
基
調
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
　
施
行
後
の

計
画
中
間
年
に
向
け
て
制
度
の
動
向
と

今
後
必
要
と
さ
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。昼
食
を
は
さ
み
、

各
分
科
会
に
散
会
さ
れ
ま
し
た
。第
４
、

第
５
分
科
会
で
は
、
鳥
取
県
が
持
っ
て

い
る
資
源
（
あ
そ
び
う
た
、鳥
取
砂
丘
）

を
活
か
し
た
分
科
会
に
な
り
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
、
学
ん
だ
後
、
天
然
海
水

い
け
す
「
海
陽
亭
」
に
お
い
て
、
情
報

交
換
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
の
よ

さ
こ
い
チ
ー
ム
「
チ
ー
ム
満
点
星
」
に

よ
る
踊
り
に
、
参
加
者
も
一
緒
に
踊
り

ま
し
た
。
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
を
は

じ
め
、
鳥
取
県
の
海
の
幸
を
堪
能
し
、

各
地
の
先
生
方
と
の
貴
重
な
情
報
交
換

が
行
え
た
と
思
い
ま
す
。大
会
二
日
目
、

記
念
講
演
で
は
、「
子
ど
も
の
脳
を
い

か
に
育
む
か
」
を
演
題
と
し
て
、
皆
様

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
人
間
性
脳
科

学
研
究
所
所
長
、
武
蔵
野
学
院
大
学
・

大
学
院
教
授
で
あ
ら
れ
ま
す
澤
口
俊
之

氏
の
講
演
を
戴
き
ま
し
た
。
保
育
に
お

い
て
、
脳
科
学
が
如
何
に
有
効
で
あ
る

の
か
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑

い
熱
い
二
日
間
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
次
期
開
催
県
の
広
島
県
保
育
連

盟
連
合
会
会
長
会
会
長
の
綿
貫
博
氏
に

花
束
と
と
も
に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
は
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
に

と
っ
て
、
鳥
取
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
今
大
会
に
関
係
す
る
す
べ
て
の

人
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
、

来
年
は
、
広
島
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

県　別 参加者
（人）

鳥　取　県 144

島　根　県 110

岡　山　県 78

広　島　県 69

広　島　市 43

山　口　県 70

徳　島　県 1

合　計 515

県別参加者数
分科会 参加者

（人）
第１分科会 172

第２分科会 139

第３分科会 74

第４分科会 86

第５分科会 32

分科会参加者数

  
第
63
回
中
国
地
区
保
育
研
究
大
会

鳥
取
県
子
ど
も
家
庭
育
み
協
会 

副
会
長
　
佐
　
藤
　
比
登
志
　

開　会　式

澤口 俊之 氏

鳥取大会運営役員
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第
１
分
科
会
で
は
、
出
雲
市
保
育
協

議
会
、
研
究
委
員
会
の
共
同
研
究
（
４

保
育
園
）
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
エ

ピ
ソ
ー
ド
記
述
を
活
用
し
た
保
育
協
議

の
実
践
や
『
子
ど
も
・
保
護
者
・
保

育
・
自
分
を
語
る
会
』
の
実
施
と
園
内

研
修
の
工
夫
か
ら
配
慮
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
の
心
豊
か
な
成
長
を
促
し
、
子

ど
も
を
養
育
す
る
保
護
者
の
安
心
を
育

む
支
援
に
つ
い
て
探
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

考
察
と
し
て
、
①
子
ど
も
の
行
動
の
背

景
に
あ
る
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
。

②
子
ど
も
の
表
情
や
仕
草
な
ど
の
言
葉

で
な
い
言
葉
を
く
み
取
る
保
育
者
の
感

性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
③
気
に
な
る

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
そ
の
子
の
周
り

に
い
る
子
ど
も
に
も
目
を
向
け
心
を
添

わ
せ
る
こ
と
。
④
全
職
員
が
心
を
通
わ

せ
る
こ
と
。
以
上
の
４
つ
が
保
育
の
中

で
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
発
表
後
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
記
述
を
と
り
、
一
つ
の
言
葉

に
あ
る
い
く
つ
か
の
意
味
を
職
員
一
緒

に
肯
定
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
子
ど

も
の
理
解
に
な
り
保
育
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
な
ど
発
表
の
感
想
や
自
分

自
身
の
保
育
の
振
り
返
り
等
、
活
発
な

意
見
交
換
で
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
分
科
会
の
ま
と
め
と
し
て
、
助
言
者

の
原
広
治
先
生
の『
子
ど
も
を
育
て
る
、

家
族
を
支
え
る
』
と
題
し
、
講
演
を
聴

き
ま
し
た
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
述
の
取
り

組
み
で
は
相
手
を
否
定
し
な
い
、
相
手

の
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
中
の
様
々
な
保
育
者
と
の
関
わ
り
や

保
育
の
振
り
返
り
の
中
で
保
育
の
組
み

立
て
を
考
え
る
こ
と
、
一
つ
の
言
葉
、

一
つ
の
判
断
で
保
育
を
進
め
る
力
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
周
り
の
保
護
者
へ
の

関
わ
り
と
し
て
は
何
か
起
こ
っ
て
か
ら

関
わ
る
の
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
『
い

つ
も
』『
だ
れ
と
で
も
』
連
携
を
持
つ

こ
と
、障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
子
ど
も
へ
の
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
『
子
ど
も
の
笑

顔
を
見
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
心
を
育

て
る
保
育
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
』

と
未
来
へ
向
か
っ
て
前
進
す
る
明
る
い

雰
囲
気
の
中
で
、
分
科
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
記
録
者

　
わ
か
ば
台
保
育
園
　
森
岡
　
優
子

　
よ
ね
さ
と
保
育
園
　
大
呂
ゆ
か
り

　
中
坪
史
典
先
生
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
Ｋ
Ｊ
法
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
取
り
入
れ
た
研
修
会
を
行
っ
た
。

提
案
者
の
久
保
徹
平
先
生
か
ら
は
保
育

の
質
を
高
め
る
園
内
研
修
充
実
の
為
、

園
内
研
修
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
設
す
る
ま
で
の
様
々
な
課
題
、

そ
し
て
実
践
事
例
を
報
告
し
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
後
、
中
坪
先
生
の
Ｋ
Ｊ
法

を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
園
内
研

修
疑
似
体
験
を
含
め
た
研
修
を
行
っ

た
。
保
育
指
針
で
は
保
育
者
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
に
は
日
常
的
に
保
育
者

同
士
が
主
体
的
に
学
び
合
う
姿
勢
や
環

境
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
職
場

の
中
で
そ
の
よ
う
な
環
境
を
作
る
必
要

が
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

先
生
よ
り
、
協
動
型
園
内
研
修
「
７
つ

の
習
慣
」
に
つ
い
て
学
び
研
修
を
行
っ

た
。
そ
の
中
に
は
、
個
別
具
体
的
に
語

り
合
う
、
固
有
名
や
具
体
的
な
場
所
や

物
、
環
境
で
語
り
合
う
園
内
研
修
は
意

見
が
出
や
す
く
議
論
が
豊
か
に
な
る
と

い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
保
育
の
一
場
面
を
撮
影
し
た

ビ
デ
オ
「
ユ
リ
ち
ゃ
ん
の
経
験
を
紡
ぎ

出
す
」
～
ユ
リ
ち
ゃ
ん
に
ど
の
よ
う
な

学
び
が
あ
っ
た
の
か
？
～
ユ
リ
ち
ゃ
ん

の
何
が
育
っ
て
い
る
の
か
？
～
を
視
聴

し
各
グ
ル
ー
プ
（
４
～
５
名
）
で
自
分

の
思
い
や
予
想
さ
れ
る
物
語
を
付
箋
に

書
き
出
し
語
り
合
っ
た
。
そ
の
後
、
先

生
の
指
導
の
も
と
、
様
々
な
工
程
を
経

て
完
成
図
を
基
に
ユ
リ
ち
ゃ
ん
の
学
び

の
物
語
を
作
っ
て
い
っ
た
。
で
き
あ

が
っ
た
物
語
を
各
グ
ル
ー
プ
、
推
薦
、

立
候
補
に
よ
り
発
表
し
あ
い
、
各
グ

ル
ー
プ
特
徴
の
あ
る
物
語
が
作
り
上
げ

ら
れ
、
他
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞
く
こ

と
で
園
内
研
修
の
達
成
感
や
充
実
感
を

経
験
し
、
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
最
後
に
中
坪
先
生
か
ら
、
Ｋ
Ｊ
法
と

ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
こ
と
が
プ
レ
ー
ッ

シ
ャ
ー
の
軽
減
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
？
機
会
が
あ
れ
ば
、
園
内
で

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
、
若
手
の
先
生
が
、

 

第
１
分
科
会

  
「
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や

　  
　 
家
庭
へ
の
支
援
に
向
け
て

」

 

助
言
者

島
根
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
　

教
授
　
原
　
　
広
治

 

提
案
者島

根
県
　
ハ
マ
ナ
ス
保
育
園
　

保
育
士
　
柘
植
恵
美
子

島
根
県
　
神
門
保
育
園
　
　
　

保
育
士
　
原
　
　
祐
子

 

第
２
分
科
会

  

「
保
育
者
の
資
質

　  

　
　
　
向
上
を
図
る
」

 

助
言
者

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
　

准
教
授
　
中
坪
　
史
典

 

提
案
者

広
島
市
　
第
二
み
み
ょ
う
保
育
園
　

副
園
長
　
久
保
　
徹
平

広
島
市
　
清
水
谷
保
育
園
　
　
　
　

園
長
　
渡
部
　
千
絵
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保
育
や
子
ど
も
に
つ
い
て
語
り
合
う
協

働
型
園
内
研
修
が
広
が
っ
て
い
け
ば
い

い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
無
理
な
く
楽

し
く
語
り
合
う
こ
と
が
、
実
は
保
育
者

の
資
質
向
上
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で

す
。
と
分
科
会
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
記
録
者　

白
兎
保
育
園
　
冨
吉
由
美
子

　
白
兎
保
育
園
　
牧
浦
千
亜
紀

①
　
提
案
者
の
概
要

　
深
澤
悦
子
先
生
を
助
言
者
に
迎
え
、

山
口
県
愛
児
園
湯
田
保
育
所
の
先
生
か

ら
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
子
ど
も
に

と
っ
て
初
め
て
社
会
と
か
か
わ
る
場
が

保
育
園
で
あ
る
。
保
育
の
中
で
地
域
と

か
か
わ
り
を
持
ち
、
相
互
作
用
を
通
し

て
思
考
や
価
値
体
系
を
深
め
社
会
性
を

育
ん
で
い
く
が
、
ま
ず
職
員
が
社
会
化

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
園
内
研
修
を

重
ね
る
な
か
で
、
園
の
様
子
や
取
り
組

み
な
ど
、
地
域
の
人
々
と
の
協
働
や
地

域
に
必
要
と
さ
れ
る
保
育
園
に
な
る
こ

と
が
社
会
化
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
園

な
ら
で
は
の
お
寺
を
通
し
た
取
り
組
み

は
、
子
ど
も
の
心
に
社
会
性
を
育
み
保

育
を
地
域
へ
発
信
し
て
い
る
こ
と
や
、

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
愛
と
の
交

流
に
よ
り
、
子
ど
も
・
保
護
者
・
保
育

士
は
他
者
理
解
を
深
め
る
と
い
う
社
会

化
を
確
認
し
た
。
社
会
化
は
外
へ
の
発

信
に
目
を
向
け
が
ち
だ
が
、
子
ど
も
が

大
人
に
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
も
ら

い
、
自
己
肯
定
感
を
育
み
生
活
に
必
要

な
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
毎
日
こ
そ
が

身
近
な
社
会
化
で
あ
る
、
日
々
の
保
育

の
積
み
重
ね
が
重
要
と
の
提
案
を
い
た

だ
い
た
。

②
　
グ
ル
ー
プ
討
議

　
続
い
て
９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
①

「
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
」
②
「
い
ち

お
し
の
社
会
化
」
を
テ
ー
マ
に
討
議
を

行
な
い
、
多
様
な
各
園
の
取
り
組
み
の

情
報
や
、
内
に
向
け
て
の
社
会
化
に
着

目
し
た
討
議
な
ど
深
ま
り
の
あ
る
時
間

と
な
っ
た
。

③
　
助
言
者
の
指
導

　
最
後
は
深
澤
先
生
よ
り
、
①
子
ど
も

の
社
会
化
と
は
未
就
園
児
で
は
公
園
デ

ビ
ュ
ー
で
あ
り
、
園
内
で
い
え
ば
生
活

の
自
立
で
あ
る
。
子
ど
も
が
い
か
に
他

者
と
か
か
わ
り
な
が
ら
生
き
て
い
く
力

を
身
に
つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
社
会

化
で
あ
る
。
し
か
し
即
、
社
会
（
外
）

へ
つ
な
が
る
こ
と
が
社
会
化
な
の
か
。

人
間
と
し
て
自
立
し
て
い
く
こ
と
、
子

ど
も
が
育
つ
こ
と
が
社
会
化
で
は
な
い

か
と
捉
え
る
。
す
る
と
、
保
育
実
践
を

ど
う
仕
組
ん
で
い
く
か
、
次
世
代
を
い

か
に
育
成
し
て
い
く
の
か
な
ど
保
育
を

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
が
大

切
に
な
る
。
②
保
育
の
社
会
化
を
捉
え

る
視
点
と
し
て
、
子
ど
も
は
向
か
い

合
っ
て
い
る
私
た
ち
の
目
や
口
、
瞼
、

口
の
動
き
等
か
ら
内
面
を
お
し
は
か
っ

て
い
る
。
表
情
を
汲
み
取
り
あ
っ
て
い

る
そ
れ
が
、
コ
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ュ
ン
で

あ
り
社
会
化
で
あ
る
。
子
ど
も
が
核
と

な
り
、
知
的
な
こ
と
よ
り
失
敗
を
面
白

　「
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
」
結
成
13
年

に
な
る
元
保
育
士
ユ
ニ
ッ
ト
。
子
ど
も

た
ち
と
関
わ
る
中
で
、
子
ど
も
の
つ
ぶ

や
き
を
集
め
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
た

あ
そ
び
う
た
な
の
で
共
感
し
な
が
ら
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
曲
目
は

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
体
操
」
歌
に
合
わ
せ

て
身
体
を
動
か
し
楽
し
い
雰
囲
気
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
一

緒
に
楽
し
め
る
体
操
な
の
で
お
薦
め
で

す
。
２
曲
目
は
親
子
の
触
れ
合
い
遊
び

い
と
感
じ
、
失
敗
を
よ
り
良
い
学
び
の

場
と
し
て
い
く
こ
と
が
意
欲
の
原
点
で

あ
る
。
③
地
域
と
と
も
に
向
か
い
合
う

「
ま
な
ざ
し
」
が
子
育
て
共
同
体
と
し

て
の
保
育
の
社
会
化
で
あ
る
。
発
信
・

交
流
す
る
、
理
解
し
合
う
、
子
ど
も
と

保
育
内
容
を
真
ん
中
に
関
わ
り
合
う
、

応
答
し
合
う
社
会
で
あ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
と
い
う
指
導
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
社
会
へ
の
発
信
と
と
も
に
、
子

ど
も
が
よ
り
よ
く
育
つ
た
め
に
、
子
ど

も
と
社
会
を
真
ん
中
に
置
き
な
が
ら
保

育
内
容
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
記
録
者　

大
正
保
育
園
　
乾
　
　
京
子

　
湖
山
保
育
園
　
山
根
　
由
美

 

第
３
分
科
会

  

「
保
育
の
社
会
化
に
向
け
て
～
保
育
の
営
み
を

　  

　
　 

い
か
に
社
会
に
発
信
す
る
か
～

」

 

助
言
者広

島
都
市
学
園
大
学
　
　
　
　
　

講
師
　
深
澤
　
悦
子

 

提
案
者山

口
県
　
愛
児
園
湯
田
保
育
所
　

保
育
士
　
中
野
　
直
美

山
口
県
　
愛
児
園
湯
田
保
育
所
　

保
育
士
　
古
谷
　
優
子

 

第
４
分
科
会

  

「
あ
そ
び
う
た
王
国
鳥
取
～
あ
そ
び

　  

　
　
う
た
で
つ
な
が
ろ
う
！
～

」

 

　
講
師�

　
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん

　
じ
ゃ
ん
ぐ
る
☆
じ
む
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に
お
薦
め
の
う
た
「
は
な
び
て
ん
か
」

２
人
で
一
緒
に
様
々
な
花
火
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
想
像
し
な
が
ら
息
を
合
わ
せ

て
楽
し
む
触
れ
合
い
遊
び
で
し
た
。
色

遊
び
う
た
「
カ
メ
レ
オ
ン
を
探
せ
」
や

「
体
カ
ル
タ
」
な
ど
歌
っ
て
踊
っ
て
触

れ
合
っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
時

間
で
し
た
。
盛
り
上
が
っ
て
き
た
頃
に

ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
の
後
輩
で
、
鳥
取

市
の
現
役
保
育
士
の
集
ま
り
で
結
成
さ

れ
た「
じ
ゃ
ん
ぐ
る
☆
じ
む
」と
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
じ
ゃ
ん
ぐ
る
☆

じ
む
も
子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き
や
保
育
環

境
か
ら
作
ら
れ
た
あ
そ
び
う
た
を
紹
介

し
ま
し
た
。
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
の

母
親
に
、聴
覚
障
が
い
の
方
が
お
ら
れ
、

母
親
も
「
ど
ん
な
歌
か
知
り
た
い
」
と

い
う
声
を
も
と
に
手
話
を
つ
け
た
「
ど

ろ
だ
ん
ご
」
の
歌
を
会
場
皆
で
行
い
ま

し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
と
じ
ゃ
ん

ぐ
る
☆
じ
む
の
や
り
取
り
を
交
え
た
笑

い
あ
り
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
し
な
が
ら
ロ

ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
の
「
な
か
ま
」
を
熱

唱
し
会
場
が
一
つ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

「
み
ん
な
仲
間
・
つ
な
が
り
っ
て
い
い

な
」
と
い
う
歌
を
唄
い
、
歌
の
内
容
の

よ
う
に
会
場
も
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
じ
ゃ
ん
ぐ
る
☆
じ
む
が
あ

そ
び
う
た
を
紹
介
し
、
保
育
園
で
も

朝
の
会
や
誕
生
会
の
前
に
唄
っ
て
い

る
「
は
ー
い
」
と
い
う
歌
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
会
場
の
選
ば
れ
た
数
名
が

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
自
己
紹
介
の
後
、

色
々
な
動
物
に
な
り
き
っ
て
お
返
事
を

す
る
表
現
遊
び
を
一
緒
に
し
ま
し
た
。

次
に
ヒ
ー
ロ
ー
者
に
変
装
し
た
砂
丘
刑

事
ジ
ャ
バ
ン
も
登
場
。
ジ
ャ
バ
ン
が
掲

示
し
た
巻
物
で
ポ
ン
と
い
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
遊
び
「
か
ら
だ
を
使
っ
て
ぶ
ん
ぶ
ん

ぶ
ん
」「
ジ
ャ
バ
ン
と
一
緒
に
あ
ん
た

が
た
ど
こ
さ
」
な
ど
全
身
を
使
っ
た
リ

ズ
ム
遊
び
を
し
ま
し
た
。
運
動
遊
び
か

ら
意
欲
興
味
を
育
ん
で
欲
し
い
と
い
う

願
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
他
「
や

さ
い
の
う
た
」「
ま
ほ
う
の
う
た
」
な

ど
バ
ン
ド
演
奏
で
の
歌
遊
び
も
披
露
し

ま
し
た
。
鳥
取
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
沢

山
の
あ
そ
び
う
た
に
触
れ
、
全
身
で
楽

し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
研
修
会
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
各
自
の
保
育
園
に
も
ち
か

え
り
子
ど
も
と
一
緒
に
う
た
遊
び
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
記
録
者

　
第
５
科
会
は
、開
催
地
企
画
と
し
て
、

砂
の
美
術
館
鑑
賞
と
鳥
取
大
砂
丘
体
験

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
方
32
名
は
２
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
砂
の
美
術
館
鑑
賞
と
ミ
ニ
砂

像
づ
く
り
を
交
代
で
そ
れ
ぞ
れ
40
分
ず

つ
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
砂
の
美
術
館
に
は
「
砂
で
世
界
旅
行

ア
メ
リ
カ
編
～
世
界
に
誇
る
大
自
然
と

自
由
の
国
を
訪
ね
て
～
」
と
い
う
今
回

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
19
点
も
の
壮
大
な

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
生
活
、
文
化
を

表
現
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
、「
す

ご
い
!!
」
と
い
う
驚
き
の
声
と
、
そ
の

迫
力
に
息
を
の
ん
で
見
つ
め
て
お
ら
れ

る
方
々
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
砂
像
体
験
で
は
　
屋
外
作
業
ス
ペ
ー

ス
に
て
好
き
な
も
の
を
自
由
に
製
作
し

て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
は
、

初
め
て
の
体
験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

固
め
ら
れ
た
砂
の
か
た
ま
り
を
ヘ
ラ
で

削
り
な
が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

て
、
く
ま
、
ペ
ン
ギ
ン
、
カ
エ
ル
、
ネ

コ
…
な
ど
思
い
思
い
の
作
品
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
砂
は
鳥

取
砂
丘
の
砂
を
水
で
固
め
た
だ
け
と
い

う
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、
最
初
に
触
っ

た
感
触
は
、
固
い
と
い
う
印
象
で
し
た

が
、
ヘ
ラ
で
掘
り
進
め
て
い
く
う
ち
に

余
計
な
と
こ
ろ
ま
で
削
れ
て
し
ま
い
、

思
っ
た
よ
う
に
作
業
が
進
ま
ず
、
悪
戦

苦
闘
の
40
分
間
で
し
た
。「
立
体
を
表

現
す
る
の
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
」と
、

感
想
を
伝
え
て
下
さ
っ
た
方
も
あ
り
、

貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
鳥
取
砂
丘
に
移
動
。
暑
い

日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
、
馬
の

背
ま
で
挑
戦
さ
れ
、「
は
ぁ
は
ぁ
」
と

息
を
あ
げ
な
が
ら
も
、
裸
足
で
砂
の
感

触
を
楽
し
み
な
が
ら
一
歩
一
歩
進
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
登
り
き
っ
た
先
に
は

美
し
い
日
本
海
が
広
が
り
、
し
ば
し
そ

の
光
景
を
楽
し
ま
れ
た
後
は
、
時
間

い
っ
ぱ
い
砂
丘
で
の
散
策
を
満
喫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
鳥
取
砂
丘
の
素
晴
ら
し

さ
を
、
心
と
体
で
存
分
に
感
じ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

記
録
者

　
あ
ゆ
み
保
育
園（
倉
吉
）
　
村
岡
　
亜
樹

　
育
成
保
育
園
　
浜
田
　
理
恵

　
栴
檀
保
育
園
　
西
村
　
孝
太

 

第
５
分
科
会

  

「
日
本
一
の
砂
場
で
遊
ぼ
う

　  

～
砂
で
つ
く
る
砂
像
体
験
～
」
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第
１
回
施
設
長
研
修
会
が
平
成
29
年

５
月
25
日
（
木
）
倉
吉
未
来
中
心
に
て

開
催
さ
れ
、
行
政
説
明
と
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
行
政
説
明
で
は
、
鳥
取
県
福
祉
保
健

部
子
育
て
王
国
推
進
局
子
育
て
応
援
課

係
長
　
西
村
英
士
氏
よ
り
今
春
、
鳥
取

県
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
幼

児
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し

て
、
小
中
学
校
課
内
に
「
鳥
取
県
幼
児

教
育
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

を
伺
い
ま
し
た
。
次
に
、
鳥
取
県
倉
吉

児
童
相
談
所
所
長
　
大
下
幹
男
氏
よ

り
児
童
福
祉
法
の
改
正
（
Ｈ
28
年
６
月

３
日
公
布
）
に
つ
い
て
伺
い
、
児
童
福

祉
法
の
理
念
が
明
確
化
さ
れ
、
児
童
虐

待
の
発
生
予
防
の
強
化
と
発
生
時
の
迅

速
・
的
確
な
対
応
の
確
保
、
被
虐
待
児

童
へ
の
自
立
支
援
の
充
実
が
法
で
定
め

ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
報
告
は
、
倉
吉
市
公
私
立
保
育
所
・

認
定
子
ど
も
園
園
長
会
の
倉
吉
市
立
西

郷
保
育
園
園
長
　
泉
孝
子
氏
よ
り
『
鳥

取
県
中
部
地
震
を
と
お
し
て
』
に
つ
い

て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

震
の
被
害
状
況
は
、
各
園
様
々
だ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
発
生
が
午
睡
時
で
子
ど

も
の
不
安
が
少
な
く
、
日
頃
の
避
難
訓

練
が
生
か
さ
れ
園
児
と
職
員
が
皆
無
事

に
避
難
で
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
余
震
対
応
と
し
て
、
午

睡
を
全
園
児
遊
戯
室
で
行
っ
た
り
、
帽

子
を
か
ぶ
っ
て
の
生
活
、
園
庭
に
テ
ン

ト
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
用
意
し
た
り
し

て
過
ご
さ
れ
安
全
対
策
に
努
め
ら
れ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
困
っ
た
こ
と
は
情

報
・
伝
達
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ

プ
し
た
こ
と
で
、
関
係
機
関
や
地
域
と

の
連
携
の
大
切
さ
を
実
感
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　
報
告
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、

今
後
色
々
な
場
面
を
想
定
し
て
訓
練
を

行
い
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
動

き
を
確
認
す
る
と
と
も
に
避
難
場
所
や

備
品
の
確
認
な
ど
全
職
員
で
共
通
理
解

し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し

ま
し
た
。そ
し
て
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、

私
た
ち
園
長
は
ど
う
判
断
し
指
示
を
出

す
の
か
。〝
命
を
あ
ず
か
っ
て
い
る
と

い
う
責
任
の
重
さ
〟
に
つ
い
て
各
々
が

あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
６
月
25
日（
日
）、
鳥
取
市

の
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
、
大
阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
　
阪
南

医
療
生
協
診
療
所
所
長
　
真
鍋
穣
氏
を

お
迎
え
し
、「
そ
う
な
ん
だ
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
そ
の
基
本
的
対
応
を
考
え
る
最

近
の
問
題
報
道
に
ふ
れ
て
」
と
題
し
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
近
年
、
学
校
給
食
時
に
児

童
が
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で

死
亡
し
た
事
例
時
の
対
応
に
つ
い
て
話

さ
れ
、
給
食
時
確
認
の
大
切
さ
、
職
員

の
共
通
理
解
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
へ
の

対
応
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
命
に
係
わ
る

事
に
な
る
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
に
は

①
卵
②
牛
乳
③
小
麦
が
多
く
、
近
年
は

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
じ
ゃ
が
い
も
等
も
あ
り

こ
れ
は
輸
入
に
よ
る
農
薬
等
が
原
因
の

ひ
と
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
は
、
消
化
呼
吸
能
力
が
ま
だ

未
発
達
で
脂
肪
や
た
ん
ぱ
く
質
が
消
化

さ
れ
に
く
く
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
０
歳

か
ら
の
離
乳
食
で
す
で
に
食
べ
る
事
の

大
切
さ
や
食
の
安
全
性
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
園
に
は
常
に
幾
人
か
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
児
が
い
ま
す
。
医
師
か
ら
の

指
示
書
を
も
と
に
除
去
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
度
の
少
な
い
も
の

抗
原
性
が
低
い
も
の
か
ら
徐
々
に
抗
原

性
の
高
い
も
の
へ
と
、
子
ど
も
の
ア
レ

ル
ギ
ー
の
程
度
の
改
善
に
あ
わ
せ
て
緩

め
て
い
く
こ
と
が
ベ
ス
ト
と
言
わ
れ
て

ま
し
た
。

　
保
育
園
で
最
も
優
先
さ
れ
る
の
は
安

全
で
あ
る
こ
と
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
児

へ
の
対
応
体
制
を
つ
く
り
、
園
全
体
の

共
通
理
解
の
重
要
性
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。

　
主
任
保
育
士
研
修
会
が
平
成
29
年
６

月
27
日
（
火
）
倉
吉
体
育
文
化
会
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
島
根
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
教
授
肥
後
功
一
先
生
を
迎
え
、「
保

育
か
ら
考
え
る
言
語
力
」
―
こ
と
ば
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
育
む
か

―
と
題
し
て
、ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
新
し
い
保
育
所
保
育
指
針
は
ど
う
変

わ
る
の
か
に
つ
い
て
、
改
定
に
あ
た
っ

て
の
５
つ
の
方
向
性
、
第
一
章
の
「
総

各
研
修
会
報
告

　
（
５
月
〜
８
月
）

 

第
１
回
施
設
長
研
修
会

  

～
行
政
説
明
と
報
告『
鳥
取
県
中
部
地
震
を

　  

　
　
　  
と
お
し
て
』を
受
け
て
～

浜
坂
保
育
園
　
小
嶋
美
恵
子

  

第
１
回
食
育
研
修
会

白
兎
保
育
園
　
竹
内
ゆ
か
り

  

主
任
保
育
士
研
修
会
に

　                  

参
加
し
て

ね
む
の
木
保
育
園
　
加
田
美
智
代
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則
」
が
大
幅
に
書
き
加
え
ら
れ
た
事
に

よ
り
、「
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
と

し
て
３
つ
の
基
礎
が
あ
げ
ら
れ
た
事
、

さ
ら
に
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に

育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
と
し
て
、
10
の
姿

が
あ
げ
ら
れ
た
事
等
に
つ
い
て
詳
し
く

解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
指
針

の
特
色
で
も
あ
っ
た
第
２
章
「
子
ど
も

の
発
達
」
が
な
く
な
っ
た
点
や
第
３
章

「
保
育
の
内
容
」の
書
き
方
が「
教
育
的
」

に
な
っ
た
点
等
に
つ
い
て
も
簡
潔
に
ま

と
め
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
話
し
て
下

さ
っ
た
事
で
、
今
後
指
針
を
ど
う
読
み

取
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
学

ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
保
育
所
保
育
指
針
の
「
言
葉
」
に

つ
い
て
の
解
説
の
他
に
も
、
き
っ
と
○

○
は
△
△
っ
て
言
い
た
い
ん
だ
ろ
う
な

と
例
え
正
解
で
は
な
く
理
解
で
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
相
手
の
内
面
に
つ
い
て
の

推
測
が
で
き
る
様
に
な
る
事
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
人
の
気
持
ち

が
分
か
る
事
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
い
う
「
言
語
力
」
を
育
て
る

た
め
に
、
私
た
ち
保
育
士
が
子
ど
も
の

内
面
に
あ
る
見
え
な
い
も
の
（
感
情
、

欲
求
等
）
を
見
つ
け
て
言
葉
に
し
て
あ

げ
ら
れ
る
存
在
と
な
り
、
子
ど
も
な
り

の
言
葉
で
、
相
手
に
伝
え
て
み
よ
う
と

す
る
気
持
ち
を
、
応
答
的
な
ゆ
っ
た
り

と
し
た
優
し
い
関
わ
り
の
中
で
大
切
に

育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
食
事
、
遊
び
等
生
活
の
全

て
を
通
し
て
こ
と
ば
の
力
が
育
ま
れ
て

い
く
事
か
ら
も
、
ま
ず
は
傍
に
い
る
私

た
ち
が
笑
顔
で
和
や
か
に
お
互
い
を
受

け
止
め
合
い
『
団
欒
』
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
初
任
・
初
級
保
育
士
研
修
会
①
が
、

平
成
29
年
７
月
19
日
（
水
）
大
山
町
赤

松
の
「
大
山 

森
の
国
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
年
３
回
開
催
予
定
の
研

修
テ
ー
マ
を
「
遊
び
き
る
子
ど
も
を
め

ざ
し
て
～
子
ど
も
を
知
る
」
と
一
貫
し

て
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
内

容
で
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
①
で
は
、
ま
ず
午
前
中
に

「
冒
険
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ワ
ー
ク
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
39
名
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
ま
ず
ゲ
ー
ム
の
中
で
自
己
紹
介

を
し
た
後
、
前
半
は
身
体
を
使
っ
て
の

活
動
に
挑
戦
。
徐
々
に
雰
囲
気
が
な
ご

み
、身
も
心
も
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

中
に
は
全
員
の
協
力
が
な
い
と
ク
リ
ア

で
き
な
い
内
容
の
も
の
も
あ
り
、
参
加

者
は
、
よ
り
早
く
達
成
で
き
る
よ
う
、

作
戦
を
練
っ
て
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

　
小
休
憩
を
は
さ
ん
で
の
後
半
に
は
、

先
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
机
を
囲
み
「
部

課
長
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
体
験

し
ま
し
た
。
言
葉
を
使
わ
ず
メ
モ
だ
け

の
伝
達
手
段
で
、
さ
ら
に
メ
モ
を
渡
せ

る
人
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ル
ー
ル

の
中
、課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
目
的
の
共
有
化
や

協
働
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
秘
宝
探
し
「
ト
レ
ジ
ャ
ー

ハ
ン
タ
ー
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
森
の

国
に
隠
さ
れ
て
い
る
指
令
を
ヒ
ン
ト

に
、
８
つ
の
数
字
を
探
し
出
し
、
宝
箱

の
鍵
を
開
け
て
、
お
宝
を
ゲ
ッ
ト
す
る

と
い
う
内
容
の
も
の
で
、
５
人
８
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
、
知
恵

を
出
し
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　
研
修
の
最
後
に
は
、
代
表
取
締
役
の

伊
澤
大
介
さ
ん
に
施
設
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
「
遊
び
き
る
環
境
の
中

で
の
、
大
人
の
思
い
と
子
ど
も
の
思
い

か
ら
の
学
び
」
～
遊
び
方
は
、
一
つ

じ
ゃ
な
い
～
と
題
し
て
、
施
設
に
対
す

る
思
い
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
大
山
森
の
国
は
40
年
前
に
ス
タ
ー

ト
。
当
時
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
コ
ー

ナ
ー
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在

は
様
々
な
自
然
体
験
ツ
ア
ー
も
行
な
っ

て
お
ら
れ
、
多
く
の
方
々
に
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
や
地
域
の
暮
ら
し
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
運
営
を
し

て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
遊
具

に
つ
い
て
は
自
然
の
木
に
こ
だ
わ
り
、

本
物
の
「
木
」
で
あ
る
か
ら
冒
険
心
を

よ
り
掻
き
立
て
、
遊
び
に
集
中
で
き

る
。
遊
具
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
修
理
も
含

め
て
、
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
ス
タ
ッ

フ
で
関
わ
ら
れ
る
な
ど
、
何
が
で
き
る

か
知
恵
を
出
し
合
い
、
全
員
で
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。
と
熱
く
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
鳥
の
さ
え
ず
り
や
せ
み
の
鳴
き
声
、

自
然
の
風
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
で
き
た
有
意
義
な

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

  

初
任
・
初
級
保
育
士

　  

　
研
修
会
①
を
終
え
て

あ
ゆ
み
保
育
園（
倉
吉
）

　
村
岡
　
亜
樹
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保
育
士
研
修
会
が
平
成
29
年
８
月
19

日
（
土
）
倉
吉
未
来
中
心
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
大
阪
総
合
保
育
大

学
児
童
保
育
学
部
　
学
部
長
　
教
授
　

大
方
美
香
先
生
を
お
迎
え
し
て｢

子
ど

も
の
発
達
に
合
わ
せ
た
指
導
計
画
の
書

き
方｣

と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
指
導
計
画
と
は
、
子
ど
も
の
今
ま
で

の
育
ち
を
理
解
し
た
上
で
こ
う
な
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
姿
や
ね
ら
い
を
持
ち
、

見
通
し
を
も
っ
た
保
育
の
実
践
、
評
価

を
行
え
る
よ
う
に
作
成
す
る
も
の
で
、

保
育
士
が
い
か
に
そ
れ
を
意
識
し
て
い

る
か
と
い
う
事
が
大
切
で
あ
る
。
又
、

め
ざ
す
子
ど
も
像
を
具
体
的
に
示
し
た

も
の
が
保
育
課
程
で
あ
り
、
園
全
体
で

０
、
１
歳
か
ら
就
学
ま
で
の
子
ど
も
の

育
ち
を
切
れ
目
な
く
保
障
し
て
い
く
た

め
に
は
職
員
の
共
通
理
解
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
目

の
前
の
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
保

育
の
内
容
や
体
験
が
必
要
な
の
か
を
考

え
る
時
、
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
、
園
に
入
所
す
る
ま
で
の
家
庭
で
の

育
ち
や
、
大
人
社
会
の
変
容
に
伴
う
子

ど
も
の
育
ち
に
く
さ
が
あ
る
と
い
う
事

に
気
付
く
事
で
あ
る
と
、
先
生
の
お
話

を
聞
き
痛
感
し
ま
し
た
。

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
実

際
に
し
ゃ
べ
ら
な
く
て
も
や
り
と
り
の

で
き
る
ツ
ー
ル
の
拡
大
に
よ
り
、
人
と

対
話
を
す
る
時
間
が
激
減
し
て
い
る
昨

今
。
多
様
な
生
活
文
化
の
多
様
な
子
ど

も
を
理
解
し
て
育
て
る
と
い
う
保
育
士

の
役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
で
は
な
い
体
験

の
必
要
性
を
意
識
し
、
人
と
し
て
生
き

て
い
く
力
を
今
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
け

て
い
く
た
め
に
は
、保
育
士
の
意
図
的
、

計
画
的
な
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
常
に
意
識
し
て
保
育
の
中
に
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
力
量
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
第
１
回
障
が
い
児
保
育
研
修
会
が
、

平
成
29
年
８
月
26
日
（
土
）
福
祉
人
材

研
修
セ
ン
タ
ー
、27
日
（
日
）
国
際
フ
ァ

ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
岡
山
大
学
教
育
学
部
教
授
、

佐
藤
曉
先
生
を
お
迎
え
し
『
楽
し
い
こ

と
を
知
っ
て
い
る
子
ど
も
に
育
て
る
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、
保
育
の
様
子
を
映

像
で
見
な
が
ら
、子
ど
も
の
姿
や
心
情
、

保
育
士
の
援
助
の
仕
方
な
ど
を
、
先
生

が
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
、
分
か
り
や

す
く
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
製
作
活
動
の
事
例
で
は
、
友
達
の
様

子
を
傍
観
し
て
い
た
子
ど
も
が
、
し
ゃ

が
ん
で
い
た
担
任
保
育
士
の
背
中
に
抱

き
つ
い
て
い
く
場
面
が
あ
り
、
こ
の
姿

か
ら
何
か
あ
っ
た
時
に
子
ど
も
が
す
ぐ

に
行
け
る
よ
う
に
、
保
育
士
は
動
か
な

い
で
保
育
を
見
守
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
行
事
の
前
な
ど
子
ど
も
が
落
ち
着

か
な
く
な
る
の
は
、
保
育
士
が
忙
し
く

動
き
回
る
た
め
、
子
ど
も
が
行
く
背
中

が
な
く
な
る
か
ら
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
々
、
子
ど
も
の
姿
を
よ
く
見
て
、

い
い
と
こ
ろ
を
い
っ
ぱ
い
見
つ
け
る
こ

と
。
保
育
環
境
は
と
て
も
重
要
で
、
子

ど
も
は
無
意
識
に
見
て
記
憶
し
て
い
る
。

　
沢
山
の
い
い
環
境
が
あ
る
中
に
子
ど

も
の
楽
し
さ
が
あ
り
、
い
つ
も
楽
し
い

事
を
待
ち
な
が
ら
、
過
ご
し
て
い
け
る

子
ど
も
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、
視
覚
支
援
は
言
葉
数
を

減
ら
す
た
め
に
有
効
に
活
用
し
、
し
ゃ

べ
ら
な
い
、
動
か
な
い
、
大
き
な
声
を

出
さ
な
い
で
、
時
に
は
保
育
士
自
身
が

視
覚
支
援
に
な
る
。
子
ど
も
の
話
を
面

白
が
っ
て
聞
け
る
感
性
を
持
つ
な
ど
、

実
際
の
保
育
を
見
る
こ
と
で
、
多
く
の

気
付
き
や
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
ん
だ
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
キ
ラ
ッ
と
輝
く

姿
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
、
楽
し
い
こ
と

を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
雨
っ
て
結
構
楽
し
い
ね
」
あ

る
日
の
子
ど
も
の
呟
き
で
す
。
私

に
は
こ
の
感
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
は
何
を
感
じ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
子
ど
も

を
発
見
す
る
旅
が
楽
し
く
な
り
そ

う
で
す
。

  
保
育
士
研
修
会
に

　                  

参
加
し
て

小
鳩
保
育
園
　
西
村
　
明
子

  

第
１
回
障
が
い
児
保
育

　  

　
研
修
会
に
参
加
し
て

わ
た
り
保
育
園
　
武
良
　
純
子
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「けんかのきもち」
文：柴田　愛子　　　
絵：伊藤　秀男　　　
出版社：ポプラ社　　
ISBN：9784591070444
定価 1,200円（税別）

　子どもたちはよく
けんかをします。そ
の中で悔しい気持
ち、仲直りした嬉し
さなど、いろいろ学
び、大切な経験です。
けんかをすると前よ
りもっと仲良くなり
ます。

　絵本の中にけんかの「原因」は出てきませんが、
けんかの「きもち」だけが、迫力あるエネルギㇱシュ
な絵とともにぐんぐん迫ってきます。心の動きや表
情もよく描かれ、シンプルでわかりやすいお話です。

「すすめ！きゅうじょたい」
文：竹下　文子　　　
絵：鈴木まもる　　　
出版社：金の星社　　
ISBN：9784323024530
定価 1,200円（税別）

　かわいらし
い６人のきゅ
うじょたい
と、ショベル
カーや高所作
業車、ヘリコ
プターなど、
子どもたちに
人気のはたら
く車が登場し

ます。
　困っている人や動物たちを得意の分野で助けてく
れるお話です。

「ぼくのまちをつくろう」
作・絵：スギヤマカナヨ
出版社：理論社　　　　
ISBN：9784652200827　
定価 1,400 円（税別）

　「ぼくのまち　こ
こになにがあったら
いいかな？」からこ
の話は始まります。
読み進めていくうち
に（友だちの家が
あったらいいな）（こ
んな場所もあったら
楽しいだろうな）（こ
のお店もないと困る

だろうな）と、子どもの想像は膨らむばかり。読み
終えたころには、一人ひとりの子どもたちの頭の中
にきっと大きな素敵な街が、できあがっているので
はないでしょうか。

「保育士・教師のための
 ティーチャーズ・トレーニング」

監修：上林　靖子　　　　　　　　　
編者：河内美恵　楠田絵美　福田英子
出版社：中央法規　　　　　　　　　
ISBN：9784805853887　　　　　　　

定価 1,600円（税別）

　発達障がいのあ
る子どものための
ティーチャーズ・ト
レーニング（Ｔト
レ）を主題とした書
物です。担任の先生
が発達障がいのある
子どもの特徴を理解
し、様々な集団の場
においてその子ども

への対応の仕方を学び、実践するための具体的技法
が紹介されています。ティーチャーズ・トレーニン
グプログラムを実践されているグループがありまし
たら、ぜひお奨めします。

＜絵本の紹介＞
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